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J.D. パワー　2021年日本自動車テクノロジーエクスペリエンス（TXI）調査SM

調査の詳細は https://japan.jdpower.com/ja/press-releases/2021_Japan_Tech_Experience_Index_Study

SUBARUは、先進テクノロジーお客様評価NO.1

上記以外のランキング対象企業：アウディ、スズキ、ダイハツ、トヨタ、日産、BMW、フォルクスワーゲン、ホンダ、
 マツダ、三菱、MINI（五十音順）

※1　「1回以上使用したことがある」人の割合
※2　使用評価（エグゼキューションインデックス）とは、各種機能・装備の全体的な満足度と不具合指摘から算出
※3　「絶対欲しくない、あまり欲しくない、まあ欲しい、必ず欲しい」の中で、必ず欲しいと回答した人の割合

※4　安全・運転支援カテゴリー内で最高得点の機能を装備したモデルが受賞対象（1,000ポイント満点）

Special Power Report

調査対象である「利便装備」「安全・運転支援」「エネルギー／サステナビリティ」「インフォテイメント／コネクティビティ」の4カテゴリー
の機能・装備のうち、SUBARUは、「安全・運転支援」の“自動運転支援、後退時衝突被害軽減ブレーキ”において高評価となった。
「使用経験」「使用評価」、さらに「次回車を購入する場合の利用意向」で業界平均を大きく上回った。
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SUBARUは、使用経験、使用評価、次回利用意向で高評価

フォレスターは車種別評価の「安全・運転支援」カテゴリーにおいて、後退時衝突被害軽減ブレーキで最高得点となり、先進技術
別アワードを受賞した※4。また、レヴォーグは自動運転支援で高評価を得た。

フォレスターは安全・運転支援でトップの評価、先進技術カテゴリー別アワードを受賞

本調査では、新車購入後2～13ヶ月経過した
ユーザーを対象に、自動運転支援をはじめと
する各種先進機能・装備についての利用状況・
頻度、及びそれらの使用経験を不具合と満足度
の視点で 聴取しており、これらを纏めて、総合
イノベーションスコアとして測定している。
SUBARUのスコアは561ポイントとなり（1,000
ポイント満点）、業界平均を118ポイント上回る
高い評価で１位を受賞した。

SUBARUが総合1位を受賞
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自動運転支援（SUBARUは、アイサイト・ツーリングアシストが該当）

使用経験 ※1 次回利用意向 ※3使用評価 （1,000ポイント満点） ※2
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後退時衝突被害軽減ブレーキ 自動運転支援
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